
作成日
R3.2.15

作成時点で公表されている県内経済に関係の深い指標を使い、下記６分野別に経済概況を取りまとめました。

＜分野別の動向＞

高知県の経済概況
統計分析課

項目 動向　　　※特に断りのない限り、指標の増減は対前年同月比を指す

消 費
・百貨店・スーパー販売額は２ヵ月連続のマイナスとなった。
・自動車販売は、３ヵ月連続のプラスとなった。
・観光施設入込客数は、２ヵ月ぶりのマイナスとなった。

投 資
・住宅投資は、３ヵ月連続のプラスとなった。
・建築投資（住宅及び公務を除く）は、３ヵ月連続のマイナスとなった。
・公共投資は、４ヵ月連続のマイナスとなった。

生 産 ・製造業の生産は、前月比は同水準、前年同月比はプラスとなった。

雇用・所得
・有効求人数（原数値）は、13ヵ月連続のマイナスとなった。  ・有効求人倍率（季調値）は、1.02倍と前月比上昇となった。
・雇用保険受給者は、７ヵ月ぶりのマイナスとなった。    　  　・現金給与総額指数は、４ヵ月連続のプラスとなった。
・所定外労働時間指数は、８ヵ月連続のマイナスとなった。　 ・常用雇用指数は、５ヵ月ぶりのマイナスとなった。

物 価 ・総合、生鮮食品を除く総合はマイナス、生鮮食品及びエネルギーを除く総合はプラスとなった。

金融・倒産
・国内銀行の県内貸出残高は、前年同月比プラスとなった。
・貸出約定平均金利（銀行）は、前月差上昇となった。
・企業倒産は、前月比で件数、負債総額ともに増加となった。



消費
「家庭用品」などで前年を上回ったものの、「衣料品」、「飲食料品」で前年を下回り、全体では２ヵ月連続のマイナスとなった。

1 百貨店・スーパー販売額（12月)
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消費



投資



投資



投資

　　　（億円）

（億円・％）
R2/8 R2/9 R2/10 R2/11 R2/12 R3/1

単月 167 193 148 101 86 64
前年同月比 17.7 17.0 ▲ 18.0 ▲ 32.8 ▲ 12.9 ▲ 30.8
累計 769 962 1,110 1,211 1,297 1,362
前年同月比 ▲ 9.1 ▲ 4.9 ▲ 6.9 ▲ 9.8 ▲ 10.0 ▲ 11.2

（西日本建設業保証（株）高知支店）　　

単月では、国、県、市町村ともにマイナスとなり、全体では４ヵ月連続のマイナスとなった。
累計では、国でプラスとなったが、県、市町村でマイナスとなった。

　H24年度1,198億円　H25年度1,518億円　H26年度1,674億円
　H27年度1,396億円　Ｈ28年度1,746億円  Ｈ29年度1,578億円
  Ｈ30年度1,521億円　R元年度1,780億円

・西日本建設業保証（株）高知支店の保証により、前払金が支払われ
た公共工事の請負金額。
　
・高知県の公共工事に対する保証対象の請負金額のシェアは、70%程
度と推定されている。

＜単月＞
・64億円。前年同月比▲30.8％。
・４ヵ月連続のマイナス。
＜累計＞
・1,362億円。前年同月比▲11.2％。
・10ヵ月連続のマイナス。

結果概要

指標解説

3 公共工事前払保証請負金額（1月)
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[参考]＜有効求人数と有効求職者数の推移（原数値）＞ （人）

（人）
R2/7 R2/8 R2/9 R2/10 R2/11 R2/12

有効求職者数 12,445 12,811 12,984 12,826 12,509 11,880
有効求人数 11,482 11,655 12,290 12,762 12,798 12,922

（高知労働局）　　

結果概要
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物価

指数の推移 前年同月比の推移 （％）

（高知県統計分析課）

結果概要 指数 前年同月比

総合 101.2 -0.7     ％ （３ヵ月連続のマイナス） 

生鮮食品を除く総合 101.4 -0.5     ％ （４ヵ月連続のマイナス）

生鮮食品及びエネルギーを除く総合 101.6 +0.1  ％ （２ヵ月ぶりのプラス）

（H27=100）

1 消費者物価指数（12月)

＜高知県＞(高知市消費者物価指数) 総合、生鮮食品を除く総合はマイナス、生鮮食品及びエネルギーを除く総合はプラスとなった。

令和2年
（12月）
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物価

指数の推移 （H27=100） 前年同月比の推移 （％）

（総務省統計局）

結果概要 指数 前年同月比

-1.2     ％ （３ヵ月連続のマイナス）

-1.0     ％ （５ヵ月連続のマイナス）

-0.4     ％ （３ヵ月連続のマイナス）

指標解説

＜全国＞ 総合、生鮮食品を除く総合、生鮮食品及びエネルギーを除く総合ともにマイナスとなった。

令和2年
（12月） 総合

消費者物価指数
・総務省の小売物価統計調査をもとに作成される代表的な物価指数の1つ。
・消費者が購入する商品やサービス価格を総合した物価指数で、特に天候などの影響を受けやすい「生鮮食品を除く」部分が注目される。
・景気動向指数の「遅行指数」の系列に採用されることが多い。
・平成28年7月分の公表において、指数計算の基準となる年（基準年）が平成22年から27年に改定された。これに伴い、平成21年1月分まで遡って指数が改定され
た。
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